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　房総半島沖には、太平洋プレート（PAC）、フィリピン海プレート（PHS）、本州島弧（HIA）が接し合う

三重会合点が位置している。PACは日本海溝でHIAとPHSの下へ沈み込み、PHSは相模トラフでHIAの下へ沈み

込んでいる。この2つの海洋プレートの沈み込みによって、房総沖スロースリップイベント（房総沖SSE）など

の様々な地震学的イベントが発生しており、それらを理解するために関東周辺の地下構造を知る事は重要であ

る。 

　自然地震、人工地震を用いた探査が過去に実施されているものの、依然として明らかになっていない領域が

多いのが現状である。この状況を改善するため、2009年7月から8月にかけて、房総半島沖に3つの測線と合計

27台の海底地震計（OBS）が設置され、エアガンを用いた構造探査が実施された。 

　2016年10月の日本地震学会秋季大会(S06-P09; 河野他)では3つの測線下の2次元地震波速度構造と、PHS上

面周辺の反射波強度分布について発表し、房総沖SSE発生領域周辺においてPHS上面から強い反射波が見られ

る事が明らかになった。今回は更に、測線外に設置されたOBSのエアガンデータを用い、房総沖スロース

リップ発生領域周辺の3次元地震波速度構造とフィリピン海プレート上面の反射波強度の面的分布を求める。 

　3次元地震波速度構造は、取得されたエアガン発震データから漸進的モデル改良法（Sato and Kenett,

2000）と屈折波初動トモグラフィー（FAST）（Zelt and Barton, 1998）を用いて求めた。次に、プレート境

界面からの反射波と思われるフェイズの走時をピックし、その走時データにTraveltime mapping手法（Fujie

et al. (2006)）を適用して反射面の分布の推定を試みる。測線外に設置されたOBSデータから、PHS上面から

の反射波と思われるフェイズが見られるようであり、現在反射波強度分布の推定に向けて解析中である。 
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